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文
　
芸

中
な か

山
や ま

　更
こ う

互
ご

（1688～1759）

　俳人。松山藩士。松山城下（現、松山市）を中心に活動した人。通称は文右衛門。 蕉
しょう

風
ふう

俳人で
あるが、淡

たん

々
たん

流
りゅう

（松
まつ

木
き

淡
たん

々
たん

を祖とする俳諧の流派。その俳風は難解で高
こう

踏
とう

を装うところがある）
の影響も受け、甥の中

なか

山
やま

五
ご

嶺
りょう

に淡々流の書を伝えている。小
お

倉
ぐら

志
し

山
ざん

、河
かわ

端
ばた

五
ご

雲
うん

らとともに、松
山初期俳壇の中心人物であった。彼の句は、『素

そ

羅
らの

宴
うたげ

』や『十夜の霜』などに収められている。

略 歴
貞享５・元禄元（1688）年 　出生
延享元（1744）年11月　　 　小倉志山編『俳諧霜夜塚』刊行。更互の句が収められている。
延享４（1747）年10月　　 　村

むら

山
やま

一
いっ

志
し

編『素羅宴』刊行。更互の句が収められている。
宝暦元（1751）年10月　　 　久万地方の俳諧の中心人物であった佐

さ

伯
えき

寿
じゅ

風
ふう

の追悼集『十夜の霜』刊行
　　　　　　　　　　　 　更互による跋

ばつ

文
ぶん

（後書き）が載せられている。
宝暦９（1759）年２月18日 　72歳で永眠
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